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停
電
の
お
知
ら
せ

　
▽
十
一
月
二
日
　
蕨
平
、
三
ツ
山
、

上
田
原
、
高
場
、
美
女
木
、
軽
沢
、

午
前
九
時
半
～
午
後
零
時
半
　
▽
十

一
月
二
日
　
入
山
　
午
後
一
時
～
午

後
四
時
半
　
▽
十
一
月
十
二
日
　
下

条
本
町
中
央
通
り
、
蟹
沢
、
桑
原
、

中
新
田
、
貝
ノ
川
、
新
保
、
水
口
、

為
永
　
午
前
九
時
～
正
午
　
▽
十
一

月
十
五
日
昭
和
町
一
丁
目
の
一
部
、

袋
町
東
・
西
・
中
の
各
一
部
、
本
町

西
一
丁
目
　
午
前
九
時
半
～
午
後
一

時
▽
十
一
月
十
七
日
北
鐙
坂
（
上

ノ
山
を
除
く
）
、
南
鐙
坂
、
高
島
の

一
部
、
鉢
　
午
後
零
時
半
～
午
後
四

時
▽
十
一
月
二
十
六
日
稲
荷
町

三
の
一
部
　
午
前
八
時
～
正
午
　
▽

十
一
月
二
十
九
日
　
川
原
町
、
水
野

町
、
学
校
町
一
の
各
一
部
　
午
前
九

時
十
五
分
～
午
後
一
時
。

難
難
鑛
懸
織
灘
懸
獲

3
日
　
山

（
文
化
の
日
）

7
日
　
富

14

日
　
庭

斜
日
　
中

23

日
　
大

（
勤
労
感
謝
の
日
）

ロ
医
院
（
袋
町
中
）

　
曾
2
の
2
1
7
4
番
…

田
医
院
（
神
明
町
）

　
曾
2
の
3
2
6
9
番
…

野
医
院
（
神
明
町
v

　
曾
2
の
2
7
1
1
番
…

条
病
院
（
北
原
）

　
曾
7
の
3
0
1
8
番
…

島
医
院
所
原
町
）

　
曾
2
の
2
9
5
7
番
…

28

日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）

　
　
　
　
　
曾
2
の
3
2
7
6
番
…

献血車日程
11月11日㊧午後1時～午後3時

滝文工業株式会社若草寮
とき
ところ

11月12日③午後1時～午後3時

関芳織物株式会社関芳会館
とき
ところ

明日といわず今献血しましょう

月
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事
業
名

期
日

受
付
時
間

会
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

離
乳
食

実
　
　
習

並
び
に

育
　
　
児

口
目
　
　
　
火
火

ま
丁
　
　
　
　
二
一
員

11

月
6
日

　
（
土
）

午
前
9
時

～
1
0
時

吉
　
　
田

出
張
所

生
後
1
2
カ

月
ま
で
の

も
の

吉
田
地
区

身
体
測
定
後

離
乳
食
の
実
習
を
し

ま
す
。

（
鞭
灘
韓
）

n
月
9
日

　
（
火
）

午
後
1
時

～
2
時

中
　
　
条

公
民
館

中
条
地
区

n
月
1
0
日

　
（
水
）

下
　
　
条

出
張
所

下
条
地
区

n
月
1
6
日

　
（
火
）

十
日
町

公
民
館

51

年
3
月
1

日
～
5
月
31

日
ま
で
に
生

れ
た
も
の

十
日
町
、
川

治
、
六
箇
、
大

井
田
、
新
座

地
区

n
月
n
日

　
（
木
）

午
前
9
時

～
1
0
時

水
　
　
沢

出
張
所

生
後
12
カ

月
ま
で
の

も
の

水
沢
地
区

4
ヵ
月
児

検
　
　
診

11

月
18
日

　
（
木
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町

公
民
館

51

年
7
月

生
ま
れ
の

も
の

全
　
　
域

身
体
測
定

内
科
検
診

育
児
学
級

3
歳
児

検
　
　
診

11

月
2
6
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時
半

十
日
町

公
民
館

48

年
5
月

生
ま
れ
の

も
の

全
　
　
域

3
歳
6
ヵ
月
児
を
対
象

個
人
通
知
が
な
く
と
も

該
当
月
の
方
は
お
い
で

く
だ
さ
い
。

中
条
地
区
公
民
館
で
は
、
来
る
十

一
月
六
日
、
七
日
の
二
日
間
、
同
公

民
館
を
会
場
に
、
中
条
地
域
の
書
、

絵
、
写
真
、
盆
栽
、
菊
、
活
花
な
ど

愛
好
者
の
み
な
さ
ん
が
、
日
頃
余
暇

を
利
用
し
て
励
ま
れ
た
作
品
を
、
地

域
の
多
く
の
方
々
か
ら
観
賞
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
こ
と
で
、
作
品
展
を

開
催
し
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
立
派
な
足
跡
を
残
さ

れ
た
先
人
の
遺
墨
を
展
示
し
、
そ
の

徳
を
偲
ぶ
「
中
条
の
先
人
遺
墨
展
」

も
行
わ
れ
、
そ
の
人
物
史
も
発
行
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
屋
上
を
利
用
し
て
来
館
の

み
な
さ
ん
か
ら
“
も
ち
つ
き
”
を
し

て
も
ら
ヲ
「
お
た
の
七
み
も
ち
つ
き

コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
計
画
で
み
な
さ
ん
の
お
い
で
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
作
品
展
と
遺
墨
展
は
二
日

間
、
午
前
九
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で
、

も
ち
つ
き
コ
ー
ナ
ー
は
七
日
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

　
　
夢翻

　
　
お

　
　
』
』
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戸
籍
謄
抄
本
の
請
求
は

「
使
用
圓
的
」
を
明
ら
か
に

　
来
る
十
二
月
一
日
か
ら
戸
籍
謄
抄

本
の
交
付
請
求
の
方
法
が
改
正
さ
れ

ま
す
。
い
ま
ま
で
は
、
誰
れ
も
が
他

人
の
戸
籍
謄
抄
本
の
交
付
を
簡
単
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
今

回
の
改
正
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
制
限

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
戸
籍
を
不
当
に
利
用
し

て
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

＊
他
人
の
戸
籍
謄
抄
本
を
請
求
す
る

　
場
合

　
請
求
の
事
由
－
何
の
目
的
に
使
用

す
る
の
か
具
体
的
に
理
由
を
示
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
不
当

の
目
的
（
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
i
侵

害
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
）
で
あ
る
と

き
は
請
求
に
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

＊
除
か
れ
た
戸
籍
の
謄
抄
本
（
除
籍

　
謄
抄
本
）
を
請
求
す
る
場
合

　
つ
ぎ
の
場
合
以
外
は
請
求
に
応
じ

ら
れ
ま
せ
ん
。

O
本
人
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
、
直
系

尊
属
（
父
母
、
祖
父
母
な
ど
）
直
系
卑

属
（
子
、
孫
な
ど
）
が
請
求
す
る
場
合
。

○
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
土
地
家
屋

調
査
士
、
税
理
士
、
社
会
保
険
労
務

士
、
弁
理
士
、
海
事
代
理
士
、
行
政

書
士
が
職
務
上
請
求
す
る
場
合
。

O
裁
判
所
そ
の
他
の
官
公
署
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
。

O
相
続
関
係
を
証
明
す
る
必
要
が
あ

る
場
合
。

O
市
長
が
相
当
と
認
め
た
場
合
。

＊
戸
籍
の
閲
覧
は
で
き
な
く
な
り
ま

　
す
。

＊
本
人
と
偽
り
、
う
そ
の
事
由
を
示

し
戸
籍
の
謄
抄
本
の
交
付
を
受
け
た

と
き
は
、
過
料
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
自
動
消

火
装
置
付
の
も
の
を
！

　
降
雪
期
を
迎
え
、
火
気
を
使
用
す

る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
つ

ぎ
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
一
、
移
動
式
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、

自
動
消
火
装
置
付
の
も
の
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
装
置
の
な
い
も
の
は
昭
和
五

十
二
年
四
月
一
日
以
後
は
使
用
で
き

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
二
、
火
の
元
点
検
に
心
が
け
、
火

の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
本
年
度
の
異
常
気
象
に

伴
う
農
作
物
の
被
害
を
受
け
た
方
で
、

つ
ぎ
の
条
件
を
満
す
場
合
に
限
り
、

本
年
度
の
市
民
税
所
得
割
額
の
う
ち

農
業
所
得
分
に
つ
い
て
減
額
ま
た
は
、

免
除
い
た
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
は

十
二
月
十
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

一
、
減
免
条
件

　
ω
農
作
物
の
減
収
に
よ
る
損
失
額

が
農
作
物
の
減
収
額
か
ら
共
済
給
付

合計所得金額 減免割合

120万円以下であるとき 10分の10

160万円　　　〃 〃　8

220万円　　　〃 〃　6

300万円　　　〃 〃　4

300万円をこえるとき 〃　2

金
を
差
引
い
た
金
額
が
平
年
収
入
額

の
十
分
の
三
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
切
前
年
中
（
昭
和
五
十
年
）
の
合

計
所
得
金
額
（
総
所
得
金
額
、
退
職

所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
．
譲

渡
所
得
）
が
四
百
万
円
以
下
で
あ
る

こ
と
。

　
⑲
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
の
う

ち
農
業
所
得
以
外
の
所
得
が
百
六
十

万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

　
⇒
災
害
を
被
っ
た
日
（
九
月
三
十

日
）
以
後
に
到
来
す
る
納
期
に
係
る

税
額
に
つ
い
て
減
免
す
る
も
の
で
あ

る
o

　
以
上
が
減
免
条
件
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
目
安
と
し
て
は
、
収
量
が
昨

年
の
七
十
鷺
以
下
で
な
け
れ
ば
該
当

い
た
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
減
免
割
合

は
上
記
の
と
お
り
で
す
。

二
、
申
請
手
続

　
っ
面
積
、
収
量
及
び
共
済
給
付
金

を
把
握
で
き
る
資
料
、
印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

　
司
申
請
書
用
紙
は
、
市
役
所
税
務

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
　
な
お
、
ご
不
明
の
点
は
、
市
役
所

税
務
課
市
民
税
係
（
曾
七
上
三
一

　
一
番
、
有
放
五
二
五
二
一
番
）
へ
お

　
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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12月5日は衆議院議員総選挙投票日

12月12日は参議院新潟県選出議員補欠選挙投票日

　
衆
議
院
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
並
び
に
最
高
裁
判

所
裁
判
官
国
民
審
査
は
十
一
月
十
五
日
公
示
さ
れ
、
十
二
月
五
日
投
票

が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
参
議
院
新
潟
県
選
出
議
員
補
欠
選
挙
は
十
一

月
十
九
日
告
示
さ
れ
、
十
二
月
十
二
日
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
に
、
十
二
月
は
文
字
通
り
選
挙
の
月
と
な
り
、
選
挙
運
動

も
｝
段
と
熱
っ
ぽ
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が
、
国
民
が
国
政
に
参
加
す
る

唯
一
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
義
理
人
情
や
買
収
供
応
に
よ
る
こ
と
な

く
、
み
な
さ
ん
が
自
分
の
一
票
に
大
き
な
責
任
を
も
ち
、
明
る
く
き
れ

い
な
選
挙
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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衆
議
院
議
員
総
選
挙
及

び
参
議
院
新
潟
県
選
出

議
員
補
欠
選
挙
の
基
準

日
・
登
録
日
は
十
一
月

十
四
日
で
す
。

　
選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
基
準
日
、

登
録
日
が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
十

一
月
十
四
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
た
人
に
選
挙
権
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
参
議
院
議
員
補
欠
選
挙
は

衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
同
様
、
基
準

日
、
登
録
日
が
十
一
月
十
四
日
で
す

か
ら
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
時
に
登

録
さ
れ
た
人
に
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
選
挙
人
名
簿
の
登
録
資
格

は
、
昭
和
五
十
一
年
八
月
十
四
日
ま

で
に
十
日
町
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
、
引
き
続
き
十
日
町
市
内

に
居
住
し
て
い
る
人
で
十
二
月
五
日

ま
で
に
満
二
十
歳
（
昭
和
三
十
一
年

十
二
月
六
日
以
前
に
生
れ
た
者
）
に

な
ら
れ
た
方
に
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
の

で
き
る
期
間

投
票
日
の
当
日
、
旅
行
や
病
気
、

ノ茅θ渉5孝
多ご“’膨繍ぐ
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　質亥窺団
鰐．1、夢
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そ
の
ほ
か
の
用
務
等
で
投
票
所
へ
行

け
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

　
選
挙
の
公
示
の
日
か
ら
投
票
日
の

前
日
ま
で
の
毎
日
午
前
八
時
半
か
ら

午
後
五
時
ま
で
、
市
役
所
三
階
の
選

挙
事
務
室
で
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

入
場
券
と
印
鑑
を
．
こ
持
参
く
だ
さ
い
。

　
「
出
稼
ぎ
者
等
の
不
在
者
投
票
」

は
、
そ
の
出
稼
ぎ
先
の
市
区
町
村
役

場
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
投
票
用
紙
等
の
請
求
に
日
数
が

か
か
り
ま
す
。
不
在
者
投
票
の
手
続

き
は
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
在
者
投
票
の
請
求
は
、

公
示
前
で
も
で
き
ま
す
。

投
票
の
時
間

　
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で

す
。
繰
上
げ
投
票
す
る
所
も
あ
り
ま

す
の
で
、
入
場
券
に
書
い
て
あ
る
時

間
内
に
投
票
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

今月の市報とおかまちお知らせ版は”月25日発送しました。早期配布のご協力をお願いいたします。
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用
紙
は
「
白
地
に
赤
刷
り
」

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
用
紙

と
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の

投
票
用
紙
を
同
時
に
渡
し
ま
す
。

　
衆
議
院
議
員
の
投
票
用
紙
は
「
白

地
に
赤
刷
り
」
で
投
票
用
紙
に
投
票

し
よ
う
と
思
う
候
補
者
の
氏
名
を
ひ

と
り
だ
け
書
い
て
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。
最
高
裁
国
民
審
査
の
投
票
用
紙

き

は
臼
地
に
黒
刷
り
で
裁
判
官
の
氏
名

が
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
や
め

さ
せ
た
い
裁
判
官
だ
け
氏
名
の
上
に

×
印
を
し
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
を
お
忘
れ

な
く

入
場
券
は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
さ

投
票
区
の
一
部
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
投
票
区
を
変
更
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
八
投
票
区
の
投
票
す
る
場
所
を
中
条
公
民
館
（
従
前
は
中
条
小
学

校
）
に
変
更
し
ま
し
た
の
で
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

投
票
区

投
票
す
る

場
　
　
所

参
集
区
域

投
票
区

投
票
す
る

場
　
　
所

参
集
区
域

第
　
n

投
票
区

飛
渡
第
一

小
＼
学
校

嘉
勝
、
轟
木
、

焼
野
、
魚
之

田
川
、
新
水
、

蕨
平
、
上
田

原

第
　
3
5

投
票
区

東
下
組

小
学
校

平
、
漉
野
、

願
入
、
慶

地
、
二
子

第
　
n

投
票
区

飛
渡
第
一

小
学
校

嘉
勝
、
轟

木
、
焼
野
、

第
　
3
6

投
票
区

東
下
組

小
学
校

平
、
漉
野

願
入

魚
之
田
月

東
下
組
小

学
校
慶
地

冬
期
分
校

慶
地

第
　
1
2

投
票
区

克
雪
管
理

セ
ン
タ
ー

新
水
、
蕨

平
、
上
田

原

第
　
3
8

投
票
区

東
下
組
小

学
校
二
子

冬
期
分
校

二
子

ん
を
通
じ
、
十
一
月
二
十
五
日
頃
お

届
け
し
ま
す
。

　
投
票
（
不
在
者
投
票
も
含
む
）
に

行
く
と
き
は
、
入
場
券
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　
紛
失
し
て
み
つ
か
ら
な
い
方
は
、

投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

　
入
場
券
の
届
か
な
い
方
は
、
選
挙

事
務
室
（
市
役
所
三
階
曾
七
⊥
三

二
番
、
有
放
五
二
五
一
四
番
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

板
場
さ
ん
に
厚
生
大
臣

表
彰

デ
コ

ヒ
第

・
場
市

板
ぽ

　
こ
の
ほ
ど
板
場
ヒ
デ
（
土
市
第
二
）

さ
ん
は
、
社
会
福
祉
功
労
者
と
し
て
、

厚
生
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

板
場
さ
ん
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
妻

、
有
荘
」
の
寮
母
と
し
て
二
十
一
年
間

の
長
き
に
わ
た
り
、
老
人
た
ち
の
お

世
話
を
し
て
き
た
功
労
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

飲
酒
運
転
追
放
運
動
を
繰
り
ひ
ろ

げ
る
中
条
中
町
部
落

　
市
内
中
条
中
町
部
落
で
は
、
不
名

誉
な
飲
酒
運
転
を
部
落
ぐ
る
み
で
追

放
し
よ
う
と
、
中
町
交
通
安
全
特
別

委
員
会
（
山
本
貴
一
会
長
）
を
結
成
、

同
委
員
会
を
中
心
に
飲
酒
運
転
追
放

運
動
を
繰
り
ひ
ろ
げ
て
い
ま
す
。
す

で
に
二
灯
四
方
の
大
幕
「
飲
酒
運
転

追
放
宣
言
旗
」
に
全
世
帯
の
署
名
、

立
看
板
「
飲
酒
運
転
追
放
明
る
い
中

町
部
落
」
の
設
置
、
明
る
い
中
町
部

落
を
つ
く
る
た
め
今
後
絶
対
飲
酒
運

転
し
な
い
こ
と
を
誓
う
「
飲
酒
運
転

追
放
中
町
部
落
宣
言
」
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
町
部
落
民
を
対
象
に
飲

酒
運
転
追
放
標
語
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
六
十
四
点
の
応
募
が
あ
り
、
こ

の
ほ
ど
六
点
の
入
選
作
を
決
定
。
去

る
十
一
月
九
日
夜
八
時
、
円
通
寺
会
場

で
行
わ
れ
た
飲
酒
運
転
追
放
中
町
部

落
宣
言
集
会
の
席
上
、
入
選
作
品
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

六
点
の
入
選
作
品
は
、
短
冊
（
黄
色

の
紙
に
緑
の
文
字
で
印
刷
）
に
し
て
、

全
世
帯
に
配
布
。
各
家
庭
の
茶
の
間

や
玄
関
な
ど
見
や
す
い
場
所
に
貼
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
中
条
中
町
部
落
で
は
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
利
用
し
て
部
落
民

に
飲
酒
運
転
追
放
の
自
覚
を
促
す
と

同
時
に
今
後
も
継
続
し
て
飲
酒
運
転

追
放
運
動
を
繰
り
ひ
ろ
げ
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
追
放
標
語

　
入
選
作
品

　
一
杯
の
酒
が
一
家
の
命
取
り

　
　
　
　
　
和
田
　
安
治
（
三
組
）

　
酒
は
だ
め
、
貴
方
車
で
来
た
お
客

　
　
　
　
　
滝
沢
　
セ
キ
（
五
組
）

　
ハ
ン
ド
ル
は
飲
ん
で
握
れ
ば
悪
魔

の
手
　
　
　
星
名
敬
三
郎
（
六
組
）

　
車
の
ハ
ン
ド
ル
心
の
ブ
レ
ー
キ

呑
め
ば
狂
わ
す
飲
酒
運
転

　
　
　
　
　
星
名
　
久
江
（
七
組
）

　
飲
酒
運
転
し
て
は
い
け
な
い
お
父

さ
ん
、
さ
せ
て
は
い
け
な
い
お
母
さ

ん
　
　
　
　
丸
山
　
俊
久
（
二
組
）

　
飲
む
前
に
車
の
キ
ー
を
主
婦
の
手

に
　
　
　
　
滝
沢
光
夫
　
　
（
五
組
）

冬の交通安全運動は12月11日から1月m日まで実施されます。飲酒運転やスリツプ、踏切り事故などにご注意ください。
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12月5日は衆議院議員総選挙投票日

12月12日は参議院新潟県選出議員補欠選挙投票日

　
衆
議
院
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
並
び
に
最
高
裁
判

所
裁
判
官
国
民
審
査
は
十
一
月
十
五
日
公
示
さ
れ
、
十
二
月
五
日
投
票

が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
参
議
院
新
潟
県
選
出
議
員
補
欠
選
挙
は
十
一

月
十
九
日
告
示
さ
れ
、
十
二
月
十
二
日
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
．

　
こ
の
よ
う
に
、
十
二
月
は
文
字
通
り
選
挙
の
月
と
な
り
、
選
挙
運
動

も
｝
段
と
熱
っ
ぽ
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が
、
国
民
が
国
政
に
参
加
す
る

唯
一
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
義
理
人
情
や
買
収
供
応
に
よ
る
こ
と
な

く
、
み
な
さ
ん
が
自
分
の
一
票
に
大
き
な
責
任
を
も
ち
、
明
る
く
き
れ

い
な
選
挙
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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衆
議
院
議
員
総
選
挙
及

び
参
議
院
新
潟
県
選
出

議
員
補
欠
選
挙
の
基
準

日
・
登
録
日
は
十
一
月

十
四
日
で
す
。

　
選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
基
準
日
、

登
録
日
が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
十

一
月
十
四
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
た
人
に
選
挙
権
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
参
議
院
議
員
補
欠
選
挙
は

衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
同
様
、
基
準

日
、
登
録
日
が
十
一
月
十
四
日
で
す

か
ら
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
時
に
登

録
さ
れ
た
人
に
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
選
挙
人
名
簿
の
登
録
資
格

は
、
昭
和
五
十
一
年
八
月
十
四
日
ま

で
に
十
日
町
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
さ
れ
、
引
き
続
き
十
日
町
市
内

に
居
住
し
て
い
る
人
で
十
二
月
五
日

ま
で
に
満
二
十
歳
（
昭
和
三
十
一
年

十
二
月
六
日
以
前
に
生
れ
た
者
）
に

な
ら
れ
た
方
に
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
の

で
き
る
期
間

投
票
日
の
当
日
、
旅
行
や
病
気
、

ノ茅θ渉5孝
多ご“’膨繍ぐ

彪『へ・

　質亥窺団
鰐．1、夢
β鞭

そ
の
ほ
か
の
用
務
等
で
投
票
所
へ
行

け
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。

　
選
挙
の
公
示
の
日
か
ら
投
票
日
の

前
日
ま
で
の
毎
日
午
前
八
時
半
か
ら

午
後
五
時
ま
で
、
市
役
所
三
階
の
選

挙
事
務
室
で
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

入
場
券
と
印
鑑
を
．
こ
持
参
く
だ
さ
い
。

　
「
出
稼
ぎ
者
等
の
不
在
者
投
票
」

は
、
そ
の
出
稼
ぎ
先
の
市
区
町
村
役

場
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
投
票
用
紙
等
の
請
求
に
日
数
が

か
か
り
ま
す
。
不
在
者
投
票
の
手
続

き
は
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
在
者
投
票
の
請
求
は
、

公
示
前
で
も
で
き
ま
す
。

投
票
の
時
間

　
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で

す
。
繰
上
げ
投
票
す
る
所
も
あ
り
ま

す
の
で
、
入
場
券
に
書
い
て
あ
る
時

間
内
に
投
票
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

今月の市報とおかまちお知らせ版は”月25日発送しました。早期配布のご協力をお願いいたします。
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用
紙
は
「
白
地
に
赤
刷
り
」

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
用
紙

と
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の

投
票
用
紙
を
同
時
に
渡
し
ま
す
。

　
衆
議
院
議
員
の
投
票
用
紙
は
「
白

地
に
赤
刷
り
」
で
投
票
用
紙
に
投
票

し
よ
う
と
思
う
候
補
者
の
氏
名
を
ひ

と
り
だ
け
書
い
て
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。
最
高
裁
国
民
審
査
の
投
票
用
紙

き

は
臼
地
に
黒
刷
り
で
裁
判
官
の
氏
名

が
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
や
め

さ
せ
た
い
裁
判
官
だ
け
氏
名
の
上
に

×
印
を
し
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
を
お
忘
れ

な
く

入
場
券
は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
さ

投
票
区
の
一
部
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
投
票
区
を
変
更
し
ま
し
た
。

ま
た
、
第
八
投
票
区
の
投
票
す
る
場
所
を
中
条
公
民
館
（
従
前
は
中
条
小
学

校
）
に
変
更
し
ま
し
た
の
で
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

投
票
区

投
票
す
る

場
　
　
所

参
集
区
域

投
票
区

投
票
す
る

場
　
　
所

参
集
区
域

第
　
n

投
票
区

飛
渡
第
一

小
＼
学
校

嘉
勝
、
轟
木
、

焼
野
、
魚
之

田
川
、
新
水
、

蕨
平
、
上
田

原

第
　
3
5

投
票
区

東
下
組

小
学
校

平
、
漉
野
、

願
入
、
慶

地
、
二
子

第
　
n

投
票
区

飛
渡
第
一

小
学
校

嘉
勝
、
轟

木
、
焼
野
、

第
　
3
6

投
票
区

東
下
組

小
学
校

平
、
漉
野

願
入

魚
之
田
月

東
下
組
小

学
校
慶
地

冬
期
分
校

慶
地

第
　
1
2

投
票
区

克
雪
管
理

セ
ン
タ
ー

新
水
、
蕨

平
、
上
田

原

第
　
3
8

投
票
区

東
下
組
小

学
校
二
子

冬
期
分
校

二
子

ん
を
通
じ
、
十
一
月
二
十
五
日
頃
お

届
け
し
ま
す
。

　
投
票
（
不
在
者
投
票
も
含
む
）
に

行
く
と
き
は
、
入
場
券
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

　
紛
失
し
て
み
つ
か
ら
な
い
方
は
、

投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

　
入
場
券
の
届
か
な
い
方
は
、
選
挙

事
務
室
（
市
役
所
三
階
曾
七
⊥
三

二
番
、
有
放
五
二
五
一
四
番
）
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

板
場
さ
ん
に
厚
生
大
臣

表
彰

デ
コ

ヒ
第

・
場
市

板
ぽ

　
こ
の
ほ
ど
板
場
ヒ
デ
（
土
市
第
二
）

さ
ん
は
、
社
会
福
祉
功
労
者
と
し
て
、

厚
生
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

板
場
さ
ん
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
妻

、
有
荘
」
の
寮
母
と
し
て
二
十
一
年
間

の
長
き
に
わ
た
り
、
老
人
た
ち
の
お

世
話
を
し
て
き
た
功
労
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

飲
酒
運
転
追
放
運
動
を
繰
り
ひ
ろ

げ
る
中
条
中
町
部
落

　
市
内
中
条
中
町
部
落
で
は
、
不
名

誉
な
飲
酒
運
転
を
部
落
ぐ
る
み
で
追

放
し
よ
う
と
、
中
町
交
通
安
全
特
別

委
員
会
（
山
本
貴
一
会
長
）
を
結
成
、

同
委
員
会
を
中
心
に
飲
酒
運
転
追
放

運
動
を
繰
り
ひ
ろ
げ
て
い
ま
す
。
す

で
に
二
灯
四
方
の
大
幕
「
飲
酒
運
転

追
放
宣
言
旗
」
に
全
世
帯
の
署
名
、

立
看
板
「
飲
酒
運
転
追
放
明
る
い
中

町
部
落
」
の
設
置
、
明
る
い
中
町
部

落
を
つ
く
る
た
め
今
後
絶
対
飲
酒
運

転
し
な
い
こ
と
を
誓
う
「
飲
酒
運
転

追
放
中
町
部
落
宣
言
」
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
町
部
落
民
を
対
象
に
飲

酒
運
転
追
放
標
語
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
六
十
四
点
の
応
募
が
あ
り
、
こ

の
ほ
ど
六
点
の
入
選
作
を
決
定
。
去

る
十
一
月
九
日
夜
八
時
、
円
通
寺
会
場

で
行
わ
れ
た
飲
酒
運
転
追
放
中
町
部

落
宣
言
集
会
の
席
上
、
入
選
作
品
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

六
点
の
入
選
作
品
は
、
短
冊
（
黄
色

の
紙
に
緑
の
文
字
で
印
刷
）
に
し
て
、

全
世
帯
に
配
布
。
各
家
庭
の
茶
の
間

や
玄
関
な
ど
見
や
す
い
場
所
に
貼
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
中
条
中
町
部
落
で
は
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
利
用
し
て
部
落
民

に
飲
酒
運
転
追
放
の
自
覚
を
促
す
と

同
時
に
今
後
も
継
続
し
て
飲
酒
運
転

追
放
運
動
を
繰
り
ひ
ろ
げ
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
追
放
標
語

　
入
選
作
品

　
一
杯
の
酒
が
一
家
の
命
取
り

　
　
　
　
　
和
田
　
安
治
（
三
組
）

　
酒
は
だ
め
、
貴
方
車
で
来
た
お
客

　
　
　
　
　
滝
沢
　
セ
キ
（
五
組
）

　
ハ
ン
ド
ル
は
飲
ん
で
握
れ
ば
悪
魔

の
手
　
　
　
星
名
敬
三
郎
（
六
組
）

　
車
の
ハ
ン
ド
ル
心
の
ブ
レ
ー
キ

呑
め
ば
狂
わ
す
飲
酒
運
転

　
　
　
　
　
星
名
　
久
江
（
七
組
）

　
飲
酒
運
転
し
て
は
い
け
な
い
お
父

さ
ん
、
さ
せ
て
は
い
け
な
い
お
母
さ

ん
　
　
　
　
丸
山
　
俊
久
（
二
組
）

　
飲
む
前
に
車
の
キ
ー
を
主
婦
の
手

に
　
　
　
　
滝
沢
光
夫
　
　
（
五
組
）

冬の交通安全運動は12月11日から1月m日まで実施されます。飲酒運転やスリツプ、踏切り事故などにご注意ください。
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保
育
所
入
所
児
童

　
申
し
込
み
は
十
二
月
二
十
日
ま
で

　
昭
和
五
十
二
年
四
月
保
育
所
入
所

児
童
を
つ
ぎ
の
と
お
り
受
付
け
ま
す

の
で
希
望
者
は
市
社
会
福
祉
事
務
所

へ
十
二
月
十
日
～
十
二
月
二
十
日
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
入
所

申
請
用
紙
は
、
各
保
育
所
、
市
社
会

福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
各
保
育

所
の
募
集
人
員
等
は
市
報
と
お
か
ま

ち
十
一
月
号
（
十
一
月
十
日
発
行
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
弄
集
人

員
は
若
干
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。〔

注
意
〕
母
親
が
内
職
を
し
て
い
る

場
合
は
、
事
業
主
の
証
明
書
が
必
要
。

　
祖
父
母
ま
た
は
父
母
が
病
気
等
の

場
合
は
、
医
師
の
診
断
書
を
添
付
し

　　　膿繍　羅纏

て
く
だ
さ
い
。

停
電
の
お
知
ら
せ

▽
十
二
月
二
日
午
前
九
時
半
～
午
後

零
時
半
吉
田
山
谷
の
一
部
▽
十
二
月

三
日
稲
荷
町
三
の
一
部
▽
十
二
月
七

日
川
治
の
一
部
、
田
中
、
山
谷
、
麻

畑
、
田
麦
、
六
箇
野
中
、
ニ
ツ
屋
、

船
坂
、
池
沢
、
源
田
、
野
中
、
当
間
、

鍬
柄
沢
、
塩
之
又
、
辰
ケ
平
▽
十
二

月
八
日
珠
川
▽
十
二
月
十
日
山
本
一

の
一
部
、
山
本
二
、
山
本
三
の
一
部
、

山
本
四
の
一
部
、
関
根
、
浅
之
平
、

笹
之
沢
、
池
之
平
、
孕
石
、
落
之
水
、

椌
木
、
長
里
。
以
上
い
ず
れ
も
午
前

九
時
～
午
後
一
時
ま
で
▽
十
二
月
十

四
日
午
前
九
時
～
正
午
高
田
町
三
西

の
一
部
、
島
の
一
部
、
千
代
田
町
の

一
部
、
稲
荷
町
四
の
一
部
。

　
紐
潟
灘
捧
機
救
懇
叢

5
日
　
十
日
町
病
院
菌
町
．
南
二

　
　
　
　
　
曾
7
の
5
5
6
6
番
…

12

日
　
池
田
医
院
パ
本
町
西
．
）
㎜

　
　
　
　
　
曾
2
の
2
5
8
1
番
㎜

19

日
　
山
口
医
院
（
袋
町
中
）

　
　
　
　
　
曾
2
の
2
1
7
4
番
…

26

日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
　
　
　
費
2
の
3
2
6
9
番
…

“
市
役
所
二
階
事
務
室

　
　
課
の
位
置
が
一
部
変
更
”

　
こ
の
ほ
ど
、
市
役
所
二
階
事
務
室

の
課
の
位
置
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
市
役
所
環
境
課
（
正
面
玄
関
入
口

の
右
側
）
の
位
置
が
、
同
階
東
側
の

社
会
福
祉
事
務
所
と
保
健
課
の
間
に

な
り
ま
し
た
。

事
業
名

月
　
日

受
付
時
間

会
場

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

4
ヵ
月
児

検
診
並
び
に

育
児
学
級

12
月
1
4
日

　
（
火
）

午
後
－
時

～
1
時
半

十
日
町

公
民
館

51

年
8
月
生

ま
れ
の
も
の

全
　
　
　
域

身
体
測
定

内
科
検
診

育
児
学
級

育
　
　
児

口
口
　
　
　
　
火
火

†
　
　
　
　
　
ま
口

12
月
1
5
日

　
（
水
）

午
後

1
時
半

～
2
時
半

51

年
6
月
1
日

～
51
年
8
月
3
1

日
ま
で
に
生
ま

れ
た
も
の
　
，

十
日
町
、
川
治
、

六
箇
、
大
井
田
、

新
座
地
区

身
体
測
定

保
育
に
つ
い
て

の
相
談

3
歳
児

検
　
　
診

12
月
1
7
日

　
（
金
）

午
時
1
時

～
2
時
半

48

年
6
月
生

ま
れ
の
も
の

全
　
　
　
域

3
歳
6
ヵ
月
児
を

対
象
。
個
人
通
知

が
な
く
と
も
該
当

月
の
方
は
お
い
で

く
だ
さ
い
。

「
実
施
地
区

月
　
　
　
　
日

受
付
時
間

実
施
会
場

川
治
・
六
箇
地
区

十
二
月
　
二
日
（
木
）

午
後

一
時
半

～
二
時

市
役
所
会
議
室

固
鳳
・

十
二
月
　
三
日
（
金
）

丁
吉
田
出
張
所

中
　
条
　
全
　
区

十
二
月
　
八
日
（
水
）

　
レ

中
条
公
民
館

新
座
・
大
井
田

十
二
月
　
九
日
（
木
）

青
少
年
ホ
ー
ム

十
日
町
全
区

十
二
月
　
十
日
（
金
）

市
役
所
会
議
室

下
　
条
　
全
　
区

十
二
月
十
四
日
（
火
）

下
条
出
張

水
　
沢
　
全
　
区

十
二
月
十
六
日
（
木
）

水
沢
出
張
所

51

年
度
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
二
種
混
合
予
防
接
種
実
施
日
程
（
一
期
三
回
目
）

　
　
　
　
　
　
　
⊥
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

i
－
－

－
i
　
　
鵯

鵯
－

－

－
－

↓
「
1
1

l

1

i
l
　
　
－

」

園
幽

一
水
沢
出
張
所
一

　
接
種
を
受
け
ら
れ
る
人

　
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
一
日
よ
り
昭
和
四
十
九
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
生

れ
た
人
で
、
本
年
一
回
な
い
し
二
回
接
種
の
済
ん
だ
人
（
満
四
歳
以
下
で
昭

和
四
十
九
年
に
一
期
二
回
ま
た
は
三
回
接
種
し
た
人
は
二
期
の
み
対
象
に
な

り
ま
す
）
。

　
接
種
時
の
注
意

　
体
温
を
計
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
母
子
手
帳
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　
当
日
、
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
に

注
意
し
、
正
確
に
間
診
票
を
会
場
で

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他

　
日
付
、
会
場
等
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
お
い
で
く
だ
さ
い
。

献血車日程

12月1日㊧午前10時
　　　～午後3時

十日町市民会館

き一
と

ところ

　くわしくは市役所保健課へ

　おたずねください。

明日といわず今献血しましょう

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

－
○

　
　
5

　
　
（
∠
□

／
号販踊

　
　
夢臓　　お

　
　
』
』
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国
鉄
で
は
、
踏
切
の
交
通
事
故
を

な
く
す
る
た
め
、
踏
切
の
保
安
設
備

を
順
次
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
飯
山
線
の
十
日
町
市
管
内
は
三
十

七
カ
所
の
踏
切
が
あ
り
、
踏
切
の
間

隔
も
小
さ
い
た
め
、
場
所
に
ょ
っ
て

は
、
ニ
カ
所
な
い
し
三
カ
所
連
動
設

備
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

あ
る
一
点
に
列
車
ま
た
は
除
雪
車
輌

が
さ
し
か
か
る
と
、
二
・
三
カ
所
の

踏
切
警
報
機
が
鳴
り
だ
し
た
り
、
遮

断
棒
が
降
下
し
ま
す
。

　
特
に
、
除
雪
車
輌
で
線
路
の
除
雪

を
す
る
と
き
は
、
踏
切
の
遮
断
時
間

が
長
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
踏
切
通
過
車
輌
や
歩

行
者
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
つ
ぎ

の
こ
と
に
特
段
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
◇
警
報
機
が
鳴
り
、
ま
た
、
遮
断

棒
が
降
下
し
て
い
る
と
き
は
、
必
ず

停
止
し
て
く
だ
さ
い
。

　
◇
遮
断
棒
が
降
下
し
て
い
る
と
き
、

遮
断
棒
を
あ
げ
て
通
る
よ
う
な
こ
と

は
絶
対
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
遮
断

棒
を
無
理
に
あ
げ
ま
す
と
、
モ
ー
タ

ー
の
作
動
が
止
ま
り
、
定
格
以
上
の

工業統計調査にご協力を

　昭和51年工業統計調査は、12月31日

現在で実施されます。ことしは、5年

ごとに行われる工業実態基本調査（製

造業のうちから抽出選定された指定企

業を対象）もあわせて行われます。

　両調査は、国内の製造業のすがたや、

製造業活動状況及び中小企業の近代化、

経営の合理化を図るための基礎資料を

作成する目的で行われるものです。し

たがって、提出された調査票は、統計

以外の目的に使用されることはありま

せん。

　後日、調査員が調査票を回収に伺い

ますので、該当者は、指定期日までに

ご提出くださるようご協力をお願いい

たします。

（参考）

　昭和50年工業統計調査結果
　　　　　（繊維工業）

力
が
働
き
ま
す
の
で
、
故
障
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
列
車
及
び
除

雪
車
輌
の
通
過
の
際
、
保
安
装
置
の

機
能
が
働
か
な
く
な
り
ま
す
。

市
消
防
団
長
に

樋
ロ
朝
則
氏

樋ロ朝則氏
　（中在家）

　
波
間
幸
三
氏
の
辞
任
に
伴
い
、
十

二
月
八
日
付
で
十
日
町
市
消
防
団
長

に
樋
口
朝
則
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
樋
口
氏
は
、
中
在
家
の
出
身
、
農

業
。
昭
和
八
年
九
月
水
沢
村
消
防
団

9
§
§
§
g
g
§
g
§
思
§
§
g
§
g
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
鼠
§
§
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、

繊維製造品出荷額等
県計に占

める割合

県　計 27，529，420万円 100％

十日町市 7，440，144万円 27．0％

見附市 4，574，705万円 16．6％

五泉市 4，485，384万円 16．3％

栃尾市 2，876，542万円 10．5％

加茂市 1，260，020万円 4．6％

その他
市町村

6，892，625万円 25．0％

入
団
、
二
十
一
年
三
月
副
分
団
長
、

二
十
四
年
三
月
分
団
長
、
二
十
五
年

九
月
副
団
長
、
三
十
四
年
九
月
団
長
。

三
十
七
年
四
月
市
町
村
合
併
に
よ
り
、

水
沢
村
消
防
団
長
か
ら
十
日
町
市
消

防
団
副
団
長
を
勤
め
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
樋
口
氏
は
、
水
沢

村
消
防
団
員
と
し
て
入
団
以
来
、
四

十
三
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
消
防
団

活
動
に
ま
い
進
し
て
き
ま
し
た
。

叢
驚
難
灘
難
騰
綴
雛
数

灘
藁
顯
灘
難
灘
総
難

　
期
間
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
二

十
日
か
ら
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
。午

後
五
時
半

～
午
後
七
時
半

午
後
七
時
半

～
午
後
九
時
半

月
曜
日

篭
　
球

排
　
球

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

卓
　
球

火
曜
日

庭
　
球

篭
　
球

排
　
球

水
曜
日

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

卓
　
球

ア
ー
チ
ェ
マ

木
曜
日

バ
ド
・
シ
ト
ン

卓
　
球

篭
　
球

排
　
球

金
曜
日

篭
　
球

排
球

卓
　
球

野
　
球

土
曜
日

排
　
球

野
　
球

庭
　
球


